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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、①戦国期の島津氏が育んでいった文芸環境の実態把握、②戦国期
の状況が、近世薩摩藩の諸文化へと再編される様相の具体的把握という二点である。これを達成するため、鹿児
島県歴史資料センター黎明館・鹿児島県立図書館等の諸機関に赴き、所蔵資料の調査を行うとともに、歴代の島
津家当主や新納・樺山・山田家等の人々の文芸活動に関する資料群の分析に取り組んだ。その成果として、これ
まで知られていなかった中世文芸（とくに幸若舞曲等の語り物文芸）の受容や地域社会への伝播、島津家の歴史
認識の形成と展開に関する新事実を発見し、紹介することができた。

研究成果の概要（英文）：This research has two goals: 1) to understand the literary cultural 
environment that the Shimazu clan fostered in the Sengoku period; 2) to understand the way in which 
this environment was reorganized into various cultures of the modern Satsuma domain. To achieve 
these goals, I conducted archival research in several institutions including Reimeikan and the 
Kagoshima Prefectural Library, and analyzed primary sources that record literary cultural activities
 by the successive heads of the Shimazu clan and members of Niiro, Kabayama, Yamada and other noted 
families. As a result, I discovered previously unknown facts regarding how medieval literary 
cultures (in particular, narrative literature such as kowaka bukyoku (ballad-drama)) were received 
and disseminated in local society, as well as how the Shimazu clan’s perception of history was 
formed and developed. I also presented and published these new discoveries.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年の中世文学研究では、各作品の諸伝本
の制作・伝来過程や、個々の近世諸文芸作品
への影響といった観点から、近世的受容とい
う問題もかなり扱われるようになってきた。
ただし、その多くが個別作品の研究に留まっ
ており、京や鎌倉といった中央権力の所在地
以外の各地域が育んだ文芸環境を俯瞰した
研究はまだ十分とはいえない。 
島津氏領国の文芸環境についていえば、主
に都の文化や都の文化人との交渉・交流とい
う観点から、和歌・王朝物語・軍記物語・芸
能・武家故実等の諸ジャンルごとの個別研究
はあるものの、それらを総括して体系的に地
域的特性を把握する作業が大きな課題とし
て残されていた。 
本研究代表者（以下、代表者）の一貫した
研究課題は、中世軍記物語の多様な受容の実
態、とりわけ、享受者たちの再創造の営みの
中で姿を変え、さまざまに再生しながら継承
される様相を、個々の事例が生じた時と場に
応じて分析し、その成果を通時的に把握する
ことである。近年ではそれを軸に据えながら、
諸地域の人びとがその地域ならではの社会
論理や事情に即して中世文芸を受容し、表現
の再創造を続けていたことを解き明かし、そ
の積み重ねによって中世文学研究の視座を
更新することをめざしている。本研究はこう
した問題意識を具体化し、いっそう深化させ
るために構想されたものであった。 
申請時の背景・動機として、まず平成 16
～17年度と平成 18～20年度の科研費による
研究では、室町期の刀剣伝書や武家家伝・故
実・家訓といった資料群の調査と検討を文学
史的観点から推進した。その過程で、十九世
紀の薩摩藩主島津斉興の精神基盤を形づく
る重要な資料群を発見することとなった。そ
こで、平成 21年度当時の所属機関の研究費、
平成 22～24 年度の科研費に基づいて同資料
群の悉皆調査と内容分析を続け、十九世紀か
ら十六世紀へと溯行する形で島津家家伝の
生成過程の解明を試みた。これらの研究を通
して、近世島津氏は源頼朝末裔を公称したこ
とともかかわって、軍記物語や兵法書を独特
な姿勢で受容し、他地域・他家とは異なる個
性的な扱いをしており、そうした文芸享受の
姿勢が軍記物語以外の諸作品にも認められ
るという展望を得ることとなったのである。 
 中世・近世の移行期に、島津氏は自らの由
緒を大きく組みかえている。このことに象徴
されるように、戦国期島津氏の領国文化は、
近世薩摩藩の文化へとそのまま継承された
わけではない。そして特に重要なことは、こ
の間の変化には、中世の諸文芸がさまざまな
形で、深く作用していることである。 
以上のような理解と見通しを背景として、
戦国期島津氏の豊かな領国文化を支えてい
た文芸環境に光を当て、またそれが近世薩摩
藩内でどのように再編されたのかを検討す
ることをめざしたこの研究課題を着想する

に至った。また、それを如実にものがたる
個々の資料群に即して提示するため、(1)島津
氏領内における戦国期の武家文化人たちの
文事、(2)それを受容した薩摩藩藩政期（＝近
世）における武家文化人たちの文事、(3)そう
した人びとの間を繋いだ媒介者たち（主に修
験者・兵道者・盲僧）の活動、という三方面
からアプローチするという構想を持つこと
にもなったのである。 
 
２．研究の目的 
 十三世紀以来南九州に領国を保ってきた
島津氏をとりまく文化環境は、戦国期の社会
変動に伴って新たな様相を呈することとな
った。十六世紀は、全国各地で戦国大名を中
心とした領国文化が花開いた時期であるが、
本研究では、いくつかの重要な新出資料群を
も視野に入れつつ、いまだ十分には解明され
ていない戦国期島津氏の文芸環境の実態を
把握し、それが近世薩摩藩の諸文化へと再編
されていく様相を具体的に跡づけることを
目的とする。それによって、これまで手薄で
あった、諸地域に根ざした中世文芸（中世の
文学、言説、芸能、故実、儀礼等を含意する）
の受容と再生の様相をつかみ、それらを包括
的にとらえた中世文学研究の新たな視座を
獲得することをめざすこととした。 
 
３．研究の方法 
 上述した目的を達成するため、下記のよう
な方法をとることとした。 
（１）資料調査  
各年度ごとに重点項目を設定して、鹿児島
県歴史資料センター黎明館、尚古集成館、鹿
児島大学附属図書館、都城島津邸、ミュージ
アム知覧、東京大学史料編纂所等、関連資料
を所蔵する機関で調査を行い、書誌情報や撮
影した資料写真の画像データを収集する。一
年目は島津忠良、二年目は島津義久・義弘、
三年目は新納忠元をはじめとする新納家の
人々、四年目は樺山玄佐ほか樺山家の人々と
島津斉興に関する資料に重点を置いて調査
に取り組む。五年目は、期間中の研究の補完
をめざすこととした。 
（２）収集した資料の解読と分析  
（１）により収集した資料を読み解き、島
津氏の領国文化やそれを支える武家文化人
たちの文芸活動を特徴づける事例を把握し、
多角的に検討を加える。これについても年度
ごとの重点テーマを軸とし、資料収集と連動
させてできるだけ効率的に分析を進める。 
（３）資料紹介  
重要資料については随時翻刻作業を開始
し、本文データを蓄積する。 
（４）成果公開  
論文・学会発表の他に、毎年一回、三月に
鹿児島市内（会場は黎明館）での研究集会を
開催し、当該年度の成果を口頭発表する。ま
た、最終年度には、東京（会場は代表者の所
属する立教大学）で成果を共有するための研



究集会を開催する。 
 
４．研究成果 
資料調査・収集という面では、鹿児島県歴
史資料センター黎明館・鹿児島県立図書館・
鹿児島大学附属図書館・姶良町歴史民俗資料
館・伊佐市立大口図書館・都城島津邸・ミュ
ージアム知覧・沖縄県立図書館・沖縄県公文
書館・霧島市立隼人歴史民俗資料館・坊津歴
史資料センター輝津館・鹿児島市立美術館・
都城市立美術館・大隅郷土館などの各機関に
おいて、関連資料の原本を実見し、デジタル
カメラで撮影するなどして、関連資料の分布
状況を把握するとともに、手元にそれらの画
像データを蓄積することで、分析のための基
礎資料の充実を図ることができた。このこと
が、期間中の口頭発表・論文・著書をまとめ
るための基盤として活きている。 
 分析を通して得られた知見のうち、代表的
な事柄は以下のとおりである。 
（１）文禄・慶長の役に従軍した当事者たち
による「覚書」という資料群がもつ、文芸
資料としての意義・価値を発見し、その具
体的な表現の様相について分析を加えた。
全国規模で作成されていた同様の覚書に
ついて、文芸という観点からの調査に取り
組むことが必要であることを指摘し、そう
した活動にも従事し始めた。 
（２）薩摩・大隅・日向という島津氏領国で
受容された幸若舞曲の受容史に関わる、こ
れまでには知られていなかった複数の資
料を発見し、注目すべきその様相に光を当
て、口頭発表・論文の形で公表した。あわ
せて、幸若舞曲などの語り物の文体・表現
に依拠した当該期の武士たちの文事につ
いて、仙台伊達家や加賀前田家などにおい
ても関連事例を複数発見し、論文としても
その一部について言及することができた。 
（３）旧薩摩藩内に伝来した絵巻の伝存状況
を把握する過程で、黎明館に寄託された
『〔武家物語絵巻〕』の素性（実は従来知ら
れていなかったお伽草子『土蜘蛛』の一伝
本であること）を解き明かし、そのことの
意義を指摘した。他にも、従来は知られて
いなかった 16 世紀の絵巻残闕本、近世中
期の『曽我物語』・富士巻狩や『平家物語』・
一の谷合戦にかかわる屏風が各地に現存
していることを確認することができた（そ
の内容の紹介と本格的な分析は今後の課
題となる）。 
（４）坊津一乗院に成り立っていた文化的環
境について、資料学的な裏付けを踏まえな
がら検討し、その成果を論文として公刊す
ることができた。 
（５）十九世紀の薩摩藩内に、戦国期の島津
氏歴代やその指揮のもとで生きた人々の
姿を慕い、それを回顧する動きが生じてい
ることを論文で指摘することができた。 
（６）ミュージアム知覧などで所蔵する南薩
の神事絵巻・絵幕について、その画面に幸

若舞曲からの影響が及んでいることや、そ
れらの制作と伝播の様相について分析を
加え、結果を論文・講演等の形で公表でき
た。あわせて、南薩という地域に独特なこ
れらの資料群についての理解をいっそう
深めることができた。 
（７）文禄・慶長の役で薩摩に連行されてき
た被虜人の文事に関する資料を発見し、そ
の意義について検討を進めることができ
た。この点は、当初は予期していなかった
成果にあたる。 
以上のような諸点をはじめとして、関連論稿
を公表することができた。そのため、たとえ
ば軍記・語り物研究会大会や日本近世文学会
秋季大会などの国内学会や、韓国外国語大学
などの海外の大学等においても、発表・講演
等の形で成果を公表する機会を与えられた。
それは、本研究がもつインパクトと深くかか
わっていると考えられる。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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